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要旨 
本論文では、私立の通信制高等学校であるＮＨＫ学園高等学校における、生徒の復習を

支援するシステムの設計と試作について述べる。 

ＮＨＫ学園高等学校では、2003年度からインターネットを利用した通信制高校の添削指

導部分を e ラーニング化し（ＮＥＴ学習と呼ぶ）、実施している。2003年度に試験的に開

始したＮＥＴ学習も、2003年度の 159名 4 科目から、2004年度 511人 15 科目へと受講者

数も増え、2005年度にはさらに増えている。 

しかし、当初は想定していなかった問題点なども出てきたため、それらの問題のうちの

いくつかを解決し、ＮＥＴ学習システムを補助するものが必要だと考えた。そこで、生徒

の学習のサポートを行うという点で、生徒の復習を支援するしくみがあると便利だと考え、

復習できるシステムの設計と試作を行った。 

本研究では、作成したシステムについて、生徒が簡単に利用でき、生徒の復習を支援す

ることが可能なものにすることを第一の目的とした。これは、現在のＮＥＴ学習システム

では、システムの機能の制約で、生徒が一度学習した内容について自由に復習に利用でき

ない制限があるという問題があることから、教材を利用した学習の自由度を上げることが

必要だと考えたからである。 

ＮＥＴ学習システムでは、教材の作成は、これまでの通信制の教材作成の経験を活かす

ため、各教科の担当教員が作成している。プログラミングの知識のない教員も自由度の高

い教材を作成できるように、オーサリングツールとして Click2Learn社(現 Sum Total 

Systems社)の Tool Bookを利用している。そこで、それらの教材を本システムに再利用す

ることで、専用の教材を用意する必要がなくなり、運用にかかる手間が軽減できることを

狙っている。また、これにより、各教科の担当教員が作成している教材の質の向上を目指

すと共に、教材作成に慣れない教員が、どのような教材を作成すればよいかという指針を

まとめると共に、教材を再利用する際の手順を考える過程から、再利用しやすい教材を作

成するための要件をまとめ、今後の教材作成に活用できるようにすることも目的とした。 
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第１章  研究の背景 
 

第１節  NHK 学園における NET 学習システムの現状 

ＮＨＫ学園高校は通信制高校として全国に約 5500 人の生徒を擁する私立高校である。

NHK 学園高校では、他の通信制高校に先駆けて、2003 年より、学習の一部をｅラーニン

グ化する試みを行っている。 

通信制高校では、学習の柱として添削指導を行うことが一般的だが、ＮＨＫ学園高校で

は、学習指導の柱として、添削指導と、スクーリングと呼んでいる面接指導を行っている。

そのうち、NHK 学園高校では、添削指導を e ラーニング化している。 

通信制の学習を定時制などの学習と比較した場合、特に難しいのが生徒それぞれに対し

て行う学習を継続させるための働きかけである。通信制の場合は、毎日学校に通うという

ことを行わないので、生徒は自宅などで自分自身の意志によって学習を進めざるを得ない。

友人やクラスメイトに会うことや、いつでも教師に会える状態でさまざまな刺激を受けな

がら毎日の学習を進めるといった、他では当たり前のことができない。そのことから、生

徒が自発的に学習を継続する意志を持たねばならないが、これは非常に困難なことであり、

その点を教員がサポートする必要がある。 

生徒の学習継続が困難な原因としては、生徒が自宅で学習を続けていく際に、教師側か

らの働きかけが少ないことがあげられる。そこで、これまでは郵送による添削指導をおこ

なうことで、生徒個々に対しての個別の学習指導を行ってきたのだが、その部分をｅラー

ニング化することで生徒の自宅での学習を支援し、学習の継続をしやすくすることを目指

した。従来からある集合型の一斉授業スタイルと比較した場合、添削指導は、個々の生徒

に合わせた指導が可能なことが利点である。しかし、郵送という方法を用いた場合、生徒

がレポートをポストに投函してから、それが NHK 学園高校に到着し、受付処理をされ、

レポートを添削する添削講師に送られ、添削講師が添削をし、送られた時と逆の流れで再

び生徒のもとに戻るまで、人手と手間を要するため、どうしてもある程度の時間がかかっ

てしまうという難点がある。ＮＨＫ学園高校の場合は生徒が提出してから返送されるまで

約２週間を要する。つまり、生徒からすると、自分の学習成果をレポートとして提出して

から、きちんと学習できていたか、問題はなかったかといったことについて、いくら気に

なっていてもレポートが返送されてくるまでは確認することができないのである。レポー

トを提出してからその結果を知るまでタイムラグが生じてしまうことから、レポート提出
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時までに持っていた疑問や、学習に対する意欲といったものが、レポートが返送されてく

るまでのタイムラグの間に薄れてしまい、これが学習意欲の低下に繋がっていることが問

題として考えられる。 

ＮＥＴ学習システムの開発に関わった猪貝の研究（猪貝，2004）では、このタイムラグ

が学習への動機付けを下げていると仮説を立て、学習の動機付けを高めることを目指した

システムとしてＮＥＴ学習システムの開発を行っている。猪貝の研究では、ＮＥＴ学習シ

ステムについて、一定以上の効果が得られ、またＮＥＴ学習の開講科目数、受講者数とも

に増えている（表１）のではあるが、同時にいくつかの問題も発見された。 

ＮＥＴ学習について、生徒に行ったアンケートの結果のうち、NET 学習に関して、実際

に利用している生徒がどんな感想をもっているのか、どんな点を不満に感じているのかと

いった点についてよく表しているアンケート項目の結果を図（図１）にまとめた。 

図の中でも注目しなければならない部分がいくつかある。「動作が遅い」といった好悪区

や、「システムが正常に動かない・不安定である」といった項目について、「そう思う」と

回答している生徒が多いことも問題であるが、この問題は NET 学習システム全体の問題

点であり、改善を行うためには、NET 学習システム全体について考えなくてはならず、時

間がかかってしまうため、今後の課題となっている部分である。しかし、それとは別に、

生徒の学習に対してという点で最大の問題点は、「学習内容が身につくか心配」という質問

で、「強くそう思う」と「そうだと思う」と答えた生徒の割合が 7 割近いということだ。

つまり、生徒はＮＥＴ学習システムを利用した学習では、きちんと学習内容が理解でき、

使えるようになるかといった部分で不安を持っていることがこの結果からわかる。そこで、

本研究では、目的として、生徒が学習内容をさらに理解する助けになれるよう、生徒の復

習を支援するシステムの設計と開発を行った。 

 

表１．開講科目数と受講者数 

年度 開講科目数  ＮＥＴ学習受講者数 

2003 年度 4 科目開講  159 名受講（205 名希望） 

2004 年度 15 科目開講  544 名受講（608 名希望） 

2005 年度 27 科目開講  955 名受講  

2006 年度 37 科目開講  1223 名受講 
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第２節  NET 学習システムでの教材 

ここでは、本研究で利用した、NET 学習システム用の教材についてある程度詳細に述べ

ておく。これは、本研究の目的である、復習用システムの開発と、再利用可能な教材の要

件をまとめるということについて、NET 学習システム用の教材について確認することが必

要だからである。 

NET 学習システム全体の概要を図２に示す。このうち、教材がどの部分にあたるかを図

内に示した。 

 

（１）教材の概要 

ＮＥＴ学習システムでは、教材の作成は、これまでの通信制の教材作成の経験を活かす

ため、各教科の担当教員が作成している。プログラミングの知識のない教員も自由度の高

い教材を作成できるように、オーサリングツールとして Click2Learn 社 (現  Sum Total 

Systems社)の Tool Bookを利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.NET 学習システム全体図 

教材
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NET 学習システムで利用している教材は、従来から NHK 学園で用いている紙のレポー

トの形式にのっとった形になっている。従来型の紙の添削指導の詳細については、指導要

領に必要回数などが定められているので、それに従っている。 

NHK 学園高校では、在宅学習の教材として教科書のほか、通信制高校生向けの番組で

ある NHK 高校講座（教育テレビ、ラジオ第 2 放送）の視聴を義務付けられており、毎回

のレポート提出の際に、自己申告の形ではあるものの、どれだけきちんと放送の視聴を行

ったかを評価しそれを成績に反映する仕組みになっている。これが他の通信制高等学校と

ちがう、ＮＨＫ学園の特長の 1 つである。 

定期的に放送される放送視聴を学習の 1 つに組み込むことで、放送講師が生徒の放送先

生となり、在宅学習での内容理解の支援を意図したものである。また、面接授業ではなか

なか行うことのできないような、映像を利用した内容や、放送だから可能な内容の放送も

最近では多くなってきていることから、NHK 高校講座を最大限活用した学習環境を提供

図３：教材作成画面(Tool Book Instructor 2004) 
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している。また、放送視聴が、生徒が在宅で学習を行う際の基準となり、「今日は放送があ

るから勉強するか」といった、生徒の学習継続や動機付けの役割も果たしている。しかし

その一方で、放送視聴を義務付けていることが、通信制での学習の利点の１つである、「い

つでも、どこでも、自分のペースに合わせ」学習が可能であるという点を、ある程度制約

することになる。また、通信制の問題点として考えられている大きな点の１つである、友

人に会う機会が少なく、孤独に陥りがちな在宅学習の継続という点についてメリットであ

ることを考慮すると、メリットのほうが大きいと考え、本方式を最大限に活用する工夫を

している。 

また、放送視聴を行うことによる、実際に学校に登校して授業を受ける面接指導の減免

措置が学習指導要領に定められているため、NHK 学園高校では放送を利用しない通信制

高校に比べ面接指導（スクーリング）の回数が約半分となっている。そのことから、月 1

回程度登校し、スクーリングを受けることで、科目毎に決められている最低面接指導時間

数を満たすことができるようになっている。 

従来の在宅学習を考慮した学習スタイルを最大限活用するために、NET学習システムの

教材では、以下のような教材単位を用いている。 

 

（２）ボックスとユニット 

学習単位の設定にあたり、ボックスとユニットという名称を導入した。１回のレポート

課題には、数回の放送で解説される内容が含まれるため、レポートの課題を放送ごとに分

け，その単位をユニットした。 

これまでのレポート１通にあたる、ユニットが数個集まった単位を新たにボックスと名

づけた。ユニットに分けることで、２つの効果をねらった。 

・ 放送ごとにユニットを分けることで、放送視聴による学習効果の最大化を図る．スモ

ールステップの積み重ねにより、課題に取り組みやすくなるようナビゲートする。 

・ ユニット単位には主として自動添削問題を設定し、従来よりも頻繁なフィードバック

を実現する．論述問題などの教員の手による添削が必要な問題は主に各ボックスの最

終ユニットに設定し、添削回数をこれまでどおりに維持する。 

 2001 年３月に行ったｅラーニングの学内実験でも協力してくれた生徒から「リポート１

回の課題は多くて、大変に感じるが、ユニットに分けられていると、少しずつ完了しなが

ら進められるのでやりやすい」との感想があり、ユニットに分けることのメリットも確認
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された（猪貝ほか 2004）。 

 ただし、この点については最近の状況として、ユニットに分けられていることから、「何

度も教材のページを送る操作が必要で面倒」といった意見も出てきており、操作の煩雑性

といった点からの再検討が必要となっている。 

 

（３） 各教科における教材の工夫 

 それぞれの教科毎に、教科の特徴を生かした教材になるように工夫がなされている。Tool 

Book を用いたオーサリングの可能な範囲ではあるものの、英語の教材ならば音声を聞い

て問題に答えるものや、数学ならば穴埋め式を上手に利用することで問題に工夫をする課

題などがある。（図４～８） 

図４は「情報 A」の教材画面だが、選択肢を下方に配置し、マウスのドラッグ＆ドロッ

プで回答欄に選択肢を移動することで回答を行うことができるようになっている。 

図５は「数学 A」の教材画面であるが、センター試験などと同様に、回答欄を細分化す

ることで、数学のような、本来であれば記述での回答になってしまうような問題について

も、なるべく自動採点が可能となるよう、コンピュータでの回答が可能なように工夫して

いる。 

図６は「オーラルコミュニケーション」の教材画面であるが、画面上部の問題記述欄に

記述されているように、生徒が教材上で直接音声を聞いて設問に回答できるように工夫さ

れている。 

 図７は「国語表現Ⅰ」の教材画面であるが、国語のような縦書きの必要な教科について

も、オーサリングツールによって、縦書きでの回答が可能になっており、学習の際の違和

感をなくせるように工夫されている。 
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図３：教材の例１ 

図４：教材の例２ 
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図５：教材の例３ 

図６：教材の例４ 
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図７：教材の例５ 



 

 11

第２章  研究の目的 
 

本研究では、作成したサイトについて、生徒が簡単に利用でき、生徒の復習を支援する

ことが可能なものにすることを第一の目的とした。 

各教科の担当教員が作成している教材の質の向上を目指すと共に、教材作成に慣れない

教員が、どのような教材を作成すればよいかという指針をまとめると共に、教材を再利用

する際の手順などを考える過程から、再利用しやすい教材を作成するための要件をまとめ、

今後の教材作成に活用できるようにすることも目的とした。 

 

第１節  復習を支援するサイトの設計と開発 

現在の NET 学習システムには様々な機能があるが、現状ではそれが有効活用されてい

るとはいえない。それらの機能の中には生徒の学習を支援するための機能もあり、それら

を有効に活用することも生徒の学習を支援するといった意味では 1 つの選択肢となりうる

し、これからの課題の 1 つではあるが、システムの管理・運用を外部企業に委託している

現在の状況から、機能についての改善、機能の追加といったことは難しく、また時間がか

かってしまうことから、生徒からの要望に対応することや、もともとの機能が活用できる

ように、細かな修正を行うといったことが難しい状況にある。 

しかし、生徒に対して学習の支援、特に復習の支援を行うと言うことは学習の定着をは

かるという意味では重要な点である。 

そこで、本研究では、現状の教材を有効活用するということと、教材の再利用を視野に

入れた教材開発の必要性から、NET 学習システムとは独立した、生徒に直接渡せるカタチ

で教材を配布することが必要だと考えた。 

 

第２節  再利用可能な教材の要件 

現在 NET 学習システムで使用されている教材は、各教科の教員が作成しているもので

あるが、現状の教材作成の大まかな流れは以下のようになっている。 

１． 通常の紙のレポートの作成 

２． 紙の教材とほぼ同じ問題をオーサリングツールで作成する 

３． 各問題に対してフィードバックを加える 

４． サーバにアップロードする 
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このように、紙の教材をほぼそのまま NET 学習システム用の教材に変換している状況

ではあるのだが、紙の教材と同じように扱ってしまっているため、NET 学習用の教材につ

いても年度が終わると、次の年度用の教材を前年度の使い回し、あるいは全く新たに作成

しなければならず、毎年毎年同じような時間と手間をかけて教材を作成しているにもかか

わらず、その資産を効果的に活用できていない。 

コンピュータで教材を作成することの利点の１つとして、教材の編集や再利用が容易で

あるということがあげられるのだが、教材の作成を担当している教員が他の業務でも忙し

く時間がとれない状況や、高等学校であることから、教科毎に専門の分野が違う教員が、

他の教科の内容についての教材を再編集することは知識の点からも難しく、他の教員が作

成した教材を別の教員が編集することがなかなか難しい。再利用についても、再編集が難

しい状況と、NET 学習システムが、過去の教材を生徒向けに公開することを想定していな

かったことから現状ではそれが実行されていない。そのため、教員が毎年同じように教材

作成に苦労し、その教材も使い捨てに近い状態になってしまっている。 

それらの問題点をふまえ、本研究のもう一つの目的として、再利用可能な教材とはいっ

たいどんなものかを考え、教員が教材を作成する際の指針となるように要件としてまとめ

ることとする。 
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第３章  システムの設計 
 

当初は、インターネットを利用した教材の配布を検討していたのだが、教育機関におけ

る利用を想定していることと、学習内容という個人の情報を扱うということを考え、また、

教材をダウンロードして、さらに自分の環境にインストールして学習を行わなければなら

ないという点で、生徒に対して多くの作業を要求してしまうことになることから、方式を

インターネットでの配布から配布方法へと変更している。 

教材の著作権や、生徒の学習に利用するものである点、NET 学習システムの導入

CD-ROM を配布していることから、生徒の側でも CD-ＲOM の利用については理解しやす

いと考え、CD-ROM による配布を行うことにした。その上で、生徒が簡単に教材をインス

トールし、実行することが可能なよう工夫を行った。  

NET 学習用の教材は、Tool Book によって 2 種類の形式で出力できる。1 つは DHTML

形式で、もう 1つが Tool Book独自のランタイムを利用する Neuron形式であるが、DHTML

の形式で出力してしまうと、LMS（Learning Management System）上でなければ動作し

ないため、今回のシステムではランタイムをインストールしてもらうことを前提として、

Neuron 形式での配布を行うこととする。また、ランタイムも同時にインストールできる

ようにシステムに機能を付けておく。 

CD-ROM での配布のため、いかに生徒が簡単に教材を実行できるかどうかを工夫する必

要があった。そこで、CD-ROM のオートラン機能を利用して、CD-ROM を挿入すると、

自動で画面を表示するようにした。 

システムの主な機能としては次の３つがある。 

 教材のインストール 

 既にインストールした教材の確認 

 インストールした教材についての学習状況の自己確認 

以下でそれぞれの機能について詳しく述べる 

 

第１節  教材のインストール 

教材は、NET 学習システムで利用しているものを再利用することを優先している。1 回

分の学習内容であるボックスを 1 つの固まりとして扱えるようにしている。 

 これは、現状の紙の教材との違いを小さく押さえることによって、教材を作成している
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教師の負担を軽減する目的もある。 

 そこで、開発するシステムにおいてもインストールする教材の単位もボックス単位で行

うものとする。 

教材をインストールするための実行形式のプログラムであるインストーラーの作成には、

フリーのインストーラー作成ソフトである Nobukichi氏の作成した「簡単インストーラー」

を使用し、デスクトップに教材へのショートカットを作成することで、教材へのアクセス

が容易にできるようにしている。また、インストーラーを作成することで、コンピュータ

に詳しくない生徒についても、それほど意識することなく教材のインストールが可能なよ

うになっている。 

 

第２節  既にインストールした教材の確認 

以前にインストールした教材については、生徒が教材をインストールする時点で確認を

行えるようにした。これは、既に学習した教材を間違えてインストールしてしまうことを

防ぐとともに、自分がある教科の教材全体のうち、どの部分を既にインストールしたか確

認することも狙っている。また、全体のうちどの程度の範囲の学習を始めているのか確認

するという、学習支援もねらったものである。 

 既にインストールした教材については、リンクをはずしてしまい、再度のインストール

を不可能にすることも可能であるが、間違って教材を削除してしまう可能性も考慮し、今

回は何度でもインストールできる状態のままにすることにした。 

 

第３節  学習状況の自己確認 

インストールした教材について、既に学習済みのものについては、インストール画面に

おいてその旨を入力できるようにした。これによって、教材をインストールしたかどうか

というチェックと、インストールした教材を実際に学習したかどうかという 2 段階でのセ

ルフチェックの機会を提供できる。 

基本的に、ＮＨＫ学園は通信教育であるため、学習については自己管理が原則となって

いることから、自己申告での学習状況の管理を行うことで、生徒の学習の支援になると考

えたからである。 
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第４章  プロトタイプ開発 
 

以上のようなことをふまえてプロトタイプを開発した（図８～図 12）。今回の開発では、

２００５年度用の情報 A の教材についてプロトタイプの開発を行った（図 12）。これは、

情報の教員が教材の内容や教材の問題について意図を詳しく説明できるためである。 

 開発には HTML と JavaScript を使用した。これは利用者である生徒の環境に左右され

ることなく利用できるように配慮したためである。さらに、HTML と JavaScript という

比較的簡易な言語を利用することで、ある程度コンピュータに詳しい教師であれば、シス

テムの改良や教材の追加などが行えるようにすることで、教材の再利用を行える環境を用

意しやすくすることも意図している。 

 プロトタイプの動作確認は、InternetExploer6.0 と FireFox1.7 で行った。 

図にあるように、インストールする教材を選択できるようにし、その隣に学習状況を表

示する欄と学習状況を入力する欄を同じ場所に設けた。 

また、教材選択欄の上部には使用方法と簡単な説明を載せた。 

すでにインストールした教材については、教材へのリンクの隣に、インストール済みで

あることを示すマークを表示するようにした。（図．12） 

学習状況の表示と、インストール済みのマークの表示について、情報の保存には

JavaScript を利用して、Cookie への書き込みを行っている。Cookie の利用とＣＤ－ＲＯ

Ｍでの配布を併用することによって、完全にローカル環境で教材を実行することが可能に

なるため、この方法をとることによって、学習者のコンピュータに対するセキュリティ上

のリスクや個人情報の保護といった点についての問題を最小限に抑えることができる。 
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図８． プロトタイプ：インストーラー① 

図９． プロトタイプ：インストーラー② 
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 図 11． プロトタイプ：教材選択画面

図 10． プロトタイプ：インストーラー③ 
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図 12．ランタイムによる教材実行画面 
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第５章  形成的評価 
 

開発したプロトタイプについて、形成的評価を行う（鈴木、2002）。 

今回は、プロトタイプであるので、1 対 1 評価と小集団評価を行い改良点と有用性の評

価を行うこととした。 

 

第１節  1 対 1 評価 

実際に、NET 学習システムでの履修を選択している生徒に、プロトタイプを使用しても

らい、生徒が 1 人で復習に利用する場合に、操作等でとまどうことがないか、わからない

ことがないかどうかの確認を行った。 

 その結果、生徒から指摘された以下の点について、改善を行った。 

 

・ インストールの途中で、インストーラーによる指示で、次にどうするかわかりにくい

部分があった。 

・ 全体として、操作の手順がちょっと多いので、もう少し減らすべき。 

 

二つの点については、どちらもインストーラーの設定で、生徒が操作しなくてもインス

トール作業を先に進めることができるよう、自動で進むようになっている部分を増やすこ

とで対応した。 

これにより、全体的なインストール時間も 7 分かかっていたものを 4 分に短縮できた。

また、作成していたインストールマニュアルも簡略化することができた。 

これらの作業を行った上で、小集団評価を行った。 
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第２節  小集団評価 

 生徒数人に協力してもらい、教材に問題がないか、復習に利用できそうかを評価しても

らった。 

 小集団評価は以下の内容で行った。 

 

 評価の観点 

 システムのユーザビリティについての評価を行う。 

 システムを利用する際に使いにくい部分や操作のわかりにくい部分がないか確認

してもらう。 

 参考として、学習に利用できそうかも質問する。 

 

 対象者： 

可能ならばＮＥＴ学習履修者が良い。 

 小集団評価：１０人程度を予定 

 その他については特に問わない 

 

 評価の流れ： 

 

所要時間は概ね 30 分程度を予想 

 実際に教材をＣＤ－ＲＯＭからインストールし、利用して貰う 

 インストール作業、教材そのものの利用について、使いやすさを評価して貰

う 

 参考として、学習に利用できるかも聞いておく 

 

1. ＣＤ－ＲＯＭを挿入、オートランでインストーラーが自動起動する 

2. インストーラーの指示に従ってインストール作業を行ってもらう 

3. インストール終了後、教材選択画面が表示されるので、さらにインストールする教

材を選択してもらう 

4. 教材インストールが終了すると、教材が起動するので、一通り簡単に教材に取り組

んでもらう 
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評価の結果、インストール、操作ともに、ほとんど問題なく生徒が行えたことがわかっ

た。全体のインストールや、操作全般について、問題があったと答えた生徒について、ど

こに問題があったのか、直接口頭で確認したところ、普段のパソコンの利用でも操作が難

しく、学習についてもちょっと大変であることが理由との回答をもらった。その点と、そ

の他の生徒がほぼ問題なく操作できていたことから、システムはほとんどの生徒にとって

利用可能なものだが、パソコンの操作が非常に苦手な生徒に対しては、操作について詳細

に記したマニュアルを配布する等の工夫を行う必要があると考えられることがわかった。 

いくつかの問題点はあったものの、全体としてはシステムが復習に利用可能であり、生

徒からは利用したいという意見をもらうことができた。 
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第６章  SCORM と LOM について 
 

 NET 学習システムで利用している教材の作成に利用しているオーサリングツールであ

る Tool Book では e-ラーニング教材の国際標準の規格として制定が進められている

SCORM のバージョン１．２に準拠した教材の作成が可能となっている。 

この章では、研究の目的の一つである、教材再利用の要件について考えるために必要と

なる、SCORM と LOM について確認しておきたい。 

 

第１節  SCORM とは 

SCORM と は 、 Sharable Content Object Reference Model の 略 で 、 米 国 の

ADL(Advanced Distributed Learning)イニシアティブが中心となって、e-ラーニング教材

について定めた標準となる規格である。 

SCORM の日本語版については、特定非営利活動法人日本イーラーニングコンソシアム

が中心となって翻訳、配布が行われている。 

ADL イニシアティブは学習コンテンツに関する高水準要件を定義している。その要件と

しては以下の４つをあげている。 

 

・ コンテンツの再利用性(reusability) 

・ アクセス可能性(accessibility) 

・ 耐用性(durability) 

・ 相互互換性(interoperability) 

 

これらは，現在行われている e-ラーニングの実践事例のさらなる活性化や、それらの技

術を活用した学習の利用促進，企業教育などに対する企業の投資のための健全な経済基盤

の提供を目的としている． 

SCORM は，これらの高水準要件定義に合致する共有可能な学習コンテンツオブジェク

トの参照モデルを定義している。 
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第２節  SCORM の概要 

 SCORM は、複数あり、対象領域の異なる学習コンテンツやデータの仕様をまとめたも

ので、それぞれの仕様をいくつかのまとまりとして扱っている（図１３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SCORM は、LMS と教材を分けて扱っている。 

教材となる学習コンテンツは、SCO（Sharable Content Object）のまとまりとして考え

られ、さらにその SCO は複数のアセットと呼ばれる要素から構成されている（図 14）。 

 つまり、画像や音声といったアセットのまとまりとしての SCO があり、その SCO その

ものや、SCO を複数まとめたものが実際に LMS 上で扱われる学習コンテンツであり、教

材として扱われることになる。 

 

 

 

 

 

 

図 13.ＳＣＯＲＭの構成（SCORM1.2 より） 
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第３節  LOM とは 

LOM とは、Learning Of Metadata の略で、本研究における教材のような、学習コンテ

ンツに対するメタデータについて定めた仕様である。教材の再利用を考えた場合に、その

教材がどんな教材であるのか、教材の範囲や対象、作成日時などについてきちんとした情

報が教材にない場合、再利用が困難になることも考えられるため、メタデータは非常に重

要なものとなっている。 

SCORM でもメタデータについて定めている。 

SCORM におけるメタデータは、学習コンテンツの階層毎に細かく定められており、そ

れらをまとめると表のようになる。詳細は SCORM のコンテンツアグリゲーションモデル

を参照してもらいたい。 

 教材の再利用を考えた場合に、その教材がどんな教材であるのか、教材の範囲や対象、

作成日時などについてきちんとした情報が教材にない場合、再利用が困難になることも考

えられるため、メタデータは非常に重要なものとなっている。 

 

 

図 14.アセットとＳＣＯの構造（SCORM1.2 より）
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表 ３ SCORM メタデータ 

コンテンツアグリゲーション

についての情報 

何のためのものか、誰が使用できるか、誰が

コントロールするかなど 

コンテンツ 

ア グ リ ゲ ー シ

ョン 

メタデータ 

外部から検索可能な情報 コンテンツアグリゲーション名、説明記述、

バージョン等 

アセットの属性や特徴を記述

するメタデータ 

  

外部から検索可能な情報 説明記述、バージョン等 

アセット 

メタデータ 

共有可能なアセットの検索可

能なリポリトジの生成に使用

可能な情報 

他で利用可能なアセットの情報 

SCO の属性や特徴を記述す

るメタデータ 

  

特定のコンテンツアグリゲー

ション構造に関連しないメタ

データ（文脈非依存のメタデ

ータ） 

  

SCORM 

メタデータ 

外部から検索可能な情報 コンテンツタイトル、説明記述、制作年月日、

バージョン等 
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第８章  まとめ 
本研究では、NHK 学園高等学校で行われている NET 学習システムについて、その問題

点をふまえた上で利用されている教材の再利用を意図して、生徒の復習を支援するシステ

ムの設計と開発を行った。 

その結果 NET 学習システムの教材についても、少しだけ手を加えることで、生徒の復

習という形で再利用することができることが確認できた。 

また、その結果をふまえた上で、教材を再利用するためには、教材に必要な要件として

どんなものがあるのかを考えた。その結果、教材としての観点と、e-ラーニング教材とし

ての観点の 2 つの点から、以下の 7 点について考える必要があることがわかった 

 

 教材学習の前提条件を明確にする 

 学習目標の明確化 

 教材における学習の動機付けを高める工夫 

 内容構造の明確化 

 メタデータが定義されている 

 ブラウザで動作する 

 学習者が容易に利用できる 

 

これらの要件は、NHK 学園高等学校だけでなく、通信制の高等学校が、再利用を見据

えて教材を利用し、e-ラーニングを実施しようとした場合に考えなければならない要件で

あると考えられる。 

また、教材の再利用についての要件を考える中で、NET 学習用の現行の教材についても、

要件を当てはめて見直してみる必要があり、その上で教材の作成を行うことで、さらに再

利用が行いやすい教材の作成が可能であるということもわかった。 

今後の課題としては、今回 CD-ROM での配布を考えて開発した学習支援システムにつ

いて、実際に全ての生徒に配布できるようにするという点で、全教科についての再利用を

検討することと、教材を作成する教師が、再利用のことについてきちんと意識して教材を

作成できるよう、要件を知ってもらうことがある。 

また、現在教材の開発に使用しているオーサリングツールである Tool Book は、北米向

けに開発されたソフトウェアのため、ほとんどの部分が英語で表示されるため、教材を作
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成仕様とする教員は、基本的な操作以外は自分で英語を理解しないと利用できない。これ

は手軽に教材を作成、再利用する際の大きな障害となっているので、ソフトウェアのロー

カライズや、日本向けのオーサリングツールの検討も必要だろう。 

再利用に必要な要件で取り上げたＳＣＯＲＭについても、改訂され、現在利用されてい

るＳＣＯＲＭ１．２の後継となるＳＣＯＲＭ２００４が策定中である。教材としての要件

は今後もほとんど変わらないと考えられるが、e-ラーニングが、インターネットというネ

ットワーク上の技術や規格に影響されることも考慮する必要があり、今後も注意していか

なければならない点だ。 

また、NHK 学園が通信制であるという点を考慮した場合、復習用の教材についてもイ

ンターネット経由で配布できないか、方法の検討が必要だろう。 

さらに、形成的評価のアンケートで、参考としてＮＥＴ学習システムについての要望を

聞いたのだが、その結果から、ＮＥＴ学習システムはパソコンでの学習を前提として設計

されているものの、生徒は学習の際に、学習の内容や復習といった場面で手軽に内容を確

認できることを必要としていることがわかった。自宅と学校、通学途中などの場面で学習

が進められるような工夫も、今後の検討課題となるだろう。そのような、NET 学習システ

ムそのものの問題点についても解決していくことが、NHK 学園での生徒の学習を支援す

るという点では重要な課題だと考えられる。 
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